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全国石油商業組合連合会（全石連）
満タン＆灯油プラス１缶運動推進委員会

満タン＆灯油プラス1缶運動

2022年度 実績報告書



元売会社・トラック協会 ローリ協力台数

参加SS 普及啓発

北海道 1,133 66

青 森 396 27

岩 手 384 26

宮 城 446 32

福 島 600 37

秋 田 334 22

山 形 315 23

新 潟 744 53

長 野 532 44

群 馬 439 33

栃 木 455 31

茨 城 784 54

千 葉 749 51

埼 玉 720 53

東 京 812 56

神奈川 625 45

静 岡 766 53

山 梨 296 20

愛 知 1,113 59

三 重 365 29

岐 阜 544 35

富 山 264 20

石 川 157 14

福 井 191 13

参加SS 普及啓発

滋 賀 201 14

京 都 312 21

大 阪 760 62

奈 良 178 12

和歌山 243 18

兵 庫 341 57

岡 山 499 35

広 島 574 64

鳥 取 139 10

島 根 40 18

山 口 312 24

徳 島 240 18

高 知 250 20

愛 媛 370 23

香 川 298 19

福 岡 657 41

大 分 349 25

佐 賀 50 14

長 崎 345 23

熊 本 444 29

宮 崎 330 24

鹿児島 628 44

沖 縄 200 19

合 計 20,924 1,530

参加ＳＳ

参加状況（SS・ローリー）

協力台数 ステッカー
新規配布数

ローリー協力台数は2017年度時点の台
数であり、2018年度以降の貼付台数は不
明。

毎年度、追加、張替のためのステッカー
を提供している。

ENEOS 1,048 135

出光昭和シェル 750 475

コスモ石油 449 －

太陽石油 99 50

キグナス石油 10 16

トラック協会 1,019 382

合計 3,375 1,058 1



◆自治体との共同推進

 三重県石油商業組合が自治体に本運動を積極的にPRしたことにより、県内各自治体のホームペー
ジ（三重県志摩市等）に本運動が掲載された。

 2022年7月14日、北海道庁ホームページ「節電の取組」ページ内の今年度リーフレットに本運動が
掲載された。

 2022年9月2日に山形県石油商業組合が山形県防災危機管理課へ訪問し、満タン運動ホーム
ページのリンク継続を依頼したことで、県庁防災関連ページに「車へのこまめな満タンと暖房用灯油の
備蓄」の重要性が掲載された。

 新潟県石油商業組合が2022年9月7日に新潟県防災企画課および2022年10月7日に新潟市
土木総務課に主旨を説明したことで、県の出先を含む掲示板および市内の各区役所にポスターが掲
示された。

 2022年11月、富山県商業石油組合が自治体に協力要請を行ったことで、満タン運動のポスターが
県庁に掲示された。

 福井県石油商業組合が自治体に協力要請を行ったことで、福井県・福井市・鯖江市・越前市・越前
町・敦賀市の広報誌11月号に満タン運動が掲載された。

 2023年1月、長野県飯山市の広報誌に満タン運動が掲載された。

 各自治体のホームページや広報誌では、日ごろから、災害（地震、停電等）に備え、「災害時に役
立つアイテムの確認、準備」に加えて、「車の燃料メーターが半分程度になったら満タンにする」、「灯油
は1缶多めに備えておく」（『満タン＆灯油プラス1缶運動』）ことを心がけるように普及啓発が行われ
た。

＊過去の掲載実績
ＨＰ、広報誌への掲載…山形県、長野県木島村、群馬県、栃木県、千葉県、山梨県、奈良県奈良市、
福岡県福岡市、大分県等

掲載例

2（三重県志摩市）（北海道）

自治体等への石油組合の取り組み

自治体等が本運動の趣旨を理解し、積極的に推進、紹介する事例があった。



【1.屋外用のぼり】

【4.小型ローリー用マグネットステッカー】

【5.大型ローリー用マグネットステッカー】

【2.SS店頭掲示用ポスター】

PRツール
11種類のツールを活用し満タン運動のPRを行った。

満タン＆灯油プラス１缶運動PRツール

【7.スタッフ用マニュアル】

【8.組合員向けホームページ】 【9.消費者向けホームページ】

【6.SSスタッフ用バッジ】
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【3. Twitterキャンペーンチラシ】



【11.展示用大型PRパネル】
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【10.自立ロールアップバナー】



キグナス石油：10台

コスモ石油：449台

太陽石油：99台

ＥＮＥＯＳ：1,048台

大型タンクローリー車でのステッカーPR

元売会社管理下の2,356台、トラック協会会員の管理下で1,019台、計3,375台の
大型タンクローリーの車体後部に統一ステッカーシールを貼り、ドライバー等にPRした。
（台数は2018年9月時点。以後、追加・張替が実施されている）
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出光昭和シェル：750台
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高速道路SA・PAでのPR

 資源エネルギー庁、国土交通省の支援により、ネクスコ東日本、中日本、

西日本の３社から『満タン運動』のPR活動へ協力を得られた。

 3社が管轄するSA（サービスエリア）・PA（パーキングエリア）の各デジタ

ルサイネージ（公共的なPR専用、トイレ近辺に設置）にて、「満タン＆灯

油プラス1缶運動」のポスターデータを9月1日～11月30日の3か月間掲出

した。

（ネクスコ東日本は9月1日～12月31日の4か月間）

ネクスコ東日本（SA・PA）：312エリア中243エリア（約8割）

9月1日～12月31日9月1日～12月

31日

ネクスコ中日本（ 〃 ）：214エリア中168エリア（約8割）

9月1日～11月30日9

ネクスコ西日本（ 〃 ）：188エリア中146エリア（約8割）

9月1日～11月30日9

＜掲出実績＞

＜掲出例＞

●京葉道路・京葉市川PA
（下り）

●海老名SA
（下り）

●第二京阪・京田辺PA（上り）

ネクスコ東日本 ネクスコ中日本 ネクスコ西日本



消費者向けホームページ、SNS

●本運動のCM動画やポスター画像を掲載し、消費者向けホームページに公開。本運動の
●主旨や活動の目的などを分かりやすく伝える内容とした。

●本運動の公式TwitterやYouTubeでもPR。

■ホームページ（http://www.zensekiren.or.jp/mantan-undo）

■Twitter ■YouTube
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（1）放送期間：2022年９月1日（木）～30日（金）

キー局（日本テレビ・テレビ朝日・TBS・フジテレビ）で合計16本放映

（2）ＣＭ内容

（3）放送一覧

普及啓発事業：テレビCM

8計16本（全て30秒提供） ※視聴率（％）は関東エリアの数字

2019ミス・ティーン・ジャパン グランプリの受賞者でモデル・女優として活躍
が期待される宮部のぞみさんを起用し、30秒の動画で本運動の主旨や
燃料備蓄の必要性を伝えた。



【①PR動画の作成・配信】

 テレビCMでの周知を入口にWeb動画で「理解促進」を促した。

 Web動画は、テレビCMと別の構成で2本作成し、「NewsTV Network」、

「Facebook」、「Twitter」、 「Instagram」、「YouTube」で配信。

 実施期間：2022年9月20日～10月19日

普及啓発事業：PR動画のWeb配信等
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〇リポーターインタビュー編 〇被災者インタビュー編

【②天気アプリ（ウェザーニュース）を活用したPR】

 ウェザーニュース内で、『満タン＆灯油プラス1缶運動』の15秒程度の紹介動

画を下記の条件設定で配信。

①気象状況に応じた配信（台風や大雨、雪予報の際に配信）

②気象条件に加えて、地震（震度4）があった後の配信

 ウェザーニュースとのタイアップとして、満タン運動に関するコラム記事を掲載。

 実施期間：2022年9月1日～2023年1月15日

【③シネアドスポット（映画上映前の広告配信】

 寒冷地（北海道、東北6県、北信越地方5県）の映画館で映画上映前の

時間に広告を配信。専任視聴が整った環境で、認知拡大を図れる広告配

信枠で『満タン運動』のPRを実施。

 上映作品：「すずめの戸締まり」（2022年11月11日 公開）

 実施期間：2022年11月11日～11月24日



【①概要】

 ガソリンのギフト券を懸賞品（3,000円×100名）とし、Twitterでキャンペーンを実施。

 ユーザにTwitter上で、『満タン＆灯油プラス1缶運動』を知ってもらいその後、Twitter

ユーザーから満タン運動の啓蒙をしていく。

 キャンペーンスキームは、最もユーザーが参加しやすい「フォロー＆リツイート」

 キャンペーンの実施期間は2022年8月25日～9月30日

Twitterキャンペーン
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【②結果】

 キャンペーン期間中の応募者数は、13,921人

 多数の応募を獲得できた要因として、「①時期的に台風の発生や防災の日周辺という

こともあり、防災に関連する意識がTwitterユーザー内で高かった」、 「②ガソリンのギ

フト券自体に価値があった」という 2 点が考えられる。

 キャンペーン投稿へのコメントでは、ポジティブなコメントが多く 、本キャンペーンに対して好

意的なユーザーが多かった。

【◆応募者の推移】



3：効果測定について
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◆消費者の評価

○ 満タン＆灯油プラス１缶運動の認知度、理解度及び災害時の備えとしての効
果を中心に全国のドライバー1,000人に対して、Web上でアンケートを2022
年11月に実施し、集計を行なった。

○ 本運動の認知度は、全体で11.5%（昨年度：11.9%）となり、昨年度比
ほぼ横ばいとなった。一方で、理解度は94.3%（昨年度：90.2％）、効果
があると思うは90.3%（昨年度：87.1％）と昨年度よりも高い評価の回答
を得た。また、「生活者の安心・安全啓発になる」が90.9％（昨年度：
84.5％）となり、9割の方々が消費者の安心・安全につながる運動であると感
じていることが改めて確認された。
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Webアンケートサマリ①
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Webアンケートサマリ②


